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テイデ山（標高 3718m）はカナリア諸島最大の島テネリフェ島中央にそびえる活動的な成層火山である。2003

年 10 月から 11 月にかけて、我々はテイデ山の自然電位および火山ガスの調査を行った。今回の発表では主に自然

電位の観測結果について報告する。 

テイデ山の旧山頂の上に形成された高さ約 150m の火口丘においては、自然電位の面的な分布の調査を行った。

その結果、山頂のクレーター内および山腹の火山ガス噴出地帯で正の電位異常が観測され、活発な地下水の活動が

示唆された。 

また、山頂からカルデラにかけての長基線の自然電位測定では、山頂から約３キロメートルに及ぶ大きな異常

が観測された。これはテイデ山の地下の大規模な熱水活動を示唆していると考えられる。 

講演では、見かけ比抵抗測定の結果をあわせて、テイデ山地下の熱水活動について議論を行いたい。 

 


